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6月4日、山形テルサにて「命を守る土砂災害対策」をテーマに講演や事例の報告が行われ、 

全国から700名が参加し、土砂災害にどう備えていくか意見を交わしました。肘折自治会代表の早坂さ

んからは、平成24年に肘折で発生した地すべり災害時の自治会の取り組みが報告されました。 

また、6月5日には大蔵村肘折地区で現地研修会が行われ、約40名が肘折の地すべり災害現場をはじめ 
 のぞみ                     えん 

希望大橋や肘折砂防堰堤を視察しました。 

異常なし！ 

川遊びの際は、天気予報を

確認し、川の増水に注意し

ながら楽しんでください♪ 

 

   銅山川砂防出張所長による 

↓  地すべり災害現場の説明 

新庄河川事務所のパネル展示コーナー 肘折自治会代表 早坂さん 

砂防ボランティア島貫さんによる     

肘折砂防えん堤の説明 災害対策車等展示コーナー（見学者:286名） 

雪の重みで 
手すりが 

ななめに！ 

銅山川砂防出張所マスコット  

リーンどん→ 



「銅山だより」に関するご意見や出張所の仕事に 
関する質問などをお待ちしております。 
お気軽にご連絡ください♪ 

新庄河川事務所 銅山川砂防出張所 〒９９６－０２１２ 
最上郡大蔵村大字清水字堀川２３４６ 
ＴＥＬ：０２３３－７５－２２０４ 
ＦＡＸ：０２３３－７５－３０２３ 
http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou  

これから夏にかけて雨が多くなり、土砂災害が発生しやすくなる時期です。 

山鳴りがする 
 

川が濁り、木が流れてくる 
 

雨が降っているのに 
川や沢の水が減っている 小石が落ちてくる 

 

平成24年には 

大蔵村肘折地区で 

地すべりが発生しました。 
 

土砂災害は私たちの身近な

所でも発生しています！ 

土砂災害が起こる前にはこんなことが！ 

【氏名】黒沼 俊一 
【役職】銅山川砂防出張所長 
【出身地】宮城県栗原市 
 この度、仙台河川国道事務所から 

銅山川砂防出張所長で参りました。銅山川及び角川流域の

砂防事業を進めるため、みな様のご理解とご協力を頂きな

がら地域の安全安心と発展を第一に出張所一丸となった体

制で取り組んで参ります。 

 

家族みんなで 

避難場所や 

非常持ち出し袋の 

確認をしよう！ 

災害から身を守るために日頃から 

気象情報に注意し、 

避難場所を確認しておく 
ことが大切です！ 

★お問い合わせ先★ 

転 入 者 紹 介 

「昭和５０年 真室川災害」 ～あれから４０年～ 

 

新庄河川事務所では、今年も心に残る砂防 

えん堤写真を募集しています。 

応募の詳細は、事務所や出張所などにおいてある

チラシや、ホームページからもご覧いただけます。

素敵な写真、お待ちしております。 
 

鹿の沢砂防えん堤 舛玉砂防えん堤 

昨年度入賞作品 

必ずしも前触れがあるとは限りませんが、前触れを発見した

場合はできるだけ早く安全な場所に避難してください。 

   前任の大沼所長、高橋指導員は３月３１日付けで退職いたしました。 
   地域の皆様には大変お世話になり、ありがとうございました。 

ホームページはこちらから▼ 
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